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調理1 こよる野菜の無機成分の動向（第3報）

-ダイコンの生食調理についてｰ

　　　　　江　後　迪　子

　　Movements of Minerals in Cooked

vegetables(Part3):Elution of Minerals in

　Radishes Grated and Soaked in Walter

　　　　　　　　　MICHIKOEGO

ダ ゝ 吋

　　Movements of minerals in cooked radishes were investigated. lnvestigations into movements of

minerals in radishes cut and soaked in water proved that more of them could be eluted from a radish of

which the surface was cut bigger. They also proved that Ca， Fe，and Mg were hard to elute though Ash，

P，Na，and K were easy to elute especially when a radish was cut into fine strips and sooked in water.

The bigger the surface of a radish was cut，the more minerals could be eluted into the water : i. e.，the

amount of their elutions was almost in proportion to the size of the cut surface of a radish. From a radish

which was cut into fine strips and soaked in water for some time， more Ash， K，P，Na，and Mg could be

eluted as the time passed， while little Ca， Fe，and Zn could be eluted even in one hour. Ivhen the water

was removed from a grated radish， the surviving rates of P and Na were a littlebit small while those of

other minerals were about 70％，in case that a whole grated radish was assumed to be 100％.A grated

radish which was soaked in water produced almost the same surviving rates of Ca and Fe as one from

which the water was removed. The remarkable amount of minerals could be eluted from one which was

soaked in water. Particularly the surviving rate of K was only 8％init，while 69％in one from which the

water was removed.

緒　　言

　野菜の無機成分の調理による損失については

著者らは先にパセリ，キャペツ，ほうれん草に

ついて報告しI)2)生食調理主として切断水没の

場合でも無機成分の損失を認めた。また他の研

究報告も同様の傾向を認めている3)4)。

　ダイコンは[あく]の少ない野菜で，組織が

柔らかく生食に適した野菜であると同時に，煮

物，いため物等加熱調理にも広く用いられてい

る。今回はダイコンの生食調理における無機成

分の動向について検討した結果を報告する。

実験材料および方法

１．試料とその調整

　試料はすべて市販品の可食部(根部)のみを用

い，できるだけ均質になるように図１のように

採取した。輪切りの場合は上部，中部，下部か

らとひと切れずつ採取するようにした。

　調理による実験操作および条件は，結果と考

察の項に個々に記述した。

２．定量方法

　前報1)と同様である。
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表１　大根試料別定量値

Ａ
　
Ｂ
　
Ｃ
　
Ｄ
　
Ｅ
　
Ｆ
　
Ｇ
　
Ｈ
　
Ｉ
　
Ｊ
　
Ｋ
　
Ｌ
　
Ｍ
　
Ｎ
　
Ｏ

水-

93

分
一
５

94.6

94.9

灰分
一

　〇.46

　0.51

　0.36

Ca

29.4

36.9

37.5

ヱ

25.3

21..3

16.6

Fu一一

0.17

0.13

0.10

m9 /100g
　　Na

　　31.3

　　13.5

22.5

Ｋ

９
　
６
　
１
　
３
　
６
　
０
　
３
　
２
　
５
　
５
　
７
　
０
　
　
　
１
　
１

４
　
Ｈ
　
¥
　
Ｈ
　
Ｃ
］
～
　
ａ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
只
）
４
　
４
　
／
　
４
　
ハ
ぴ

１
　
２
　
１
　
２
　
３
　
４
　
３
　
３
　
２
　
５
　
３
　
８
　
　
　
１
　
り
ａ

Mg

5.5

4.8

15.7

Ｚｎ

月
　
月

Q
　
Q

９
１
０

C
Y
y
x
j

０
　
０

0.15

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

95.2　　　0.50　　21.3　　14.0　　　0.14　　12.4　　213　　　　6.3　　　0.14　　7川

　/　　　0.53　　肌.1　　　12.1　　　0.46　　↓4.4　　396　　　20.7　　　0.27　　6月

93.3　　　0.54　　28.6　　25.7　　　0.60　　14.1　　470　　　13.2　　　0.26　　7月

93.8　　　0.51　　41.9　　22.7　　　0.61　　12.0　　393　　　19.9　　　0.45　　7月

　/　　　0.42　　52.8　　14.0　　　0.28　　59.6　　312　　　19.6　　　0.30　　9月

　/　　　0.46　　37.3　　19.7　　　0.25　　53.8　　215　　　24.9　　　0.35　　9月

95.9　　　0.53　　27.1　　23.3　　　0.69　　33.2　　585　　　15.9　　　0.39　　10月

94.5　　　0.45　　肌.9　　19.7　　　0.52　　15.6　　347　　　17.3　　　0.30　　10月

　/　　　0.83　　44.4　　21.6　　　0.68　　17.6　　840　　　25.5　　　0.78　　10月

94.5　　0.66　　58.5　　22.7　　0.47　　96.2　　　/　　　20.6　　　0.38　　11月

　/　　　0.31　　35.9　　20.8　　　0.44　　38.1　　141　　　14.1　　　0.17　　11月

94.4　　　0.54　　19.4　　16.5　　　1.29　　19.1　　391　　　25.5　　　0.40　　2月

15試料平均 94.5　　　0.51　　35.6　　19.7　　　0.46　　30.2　　341　　　16.6　　　0.32

変動係数㈲ 0.9　　12.2　　30.0　　21.3　　67.1　　78.3　　198.4　　41.6　　49.0

四訂食品
成分表値 94.5　　　0.6　　30　　　22　　　　0.3　　14　　　　240

上部 中部
下部

図１　ダイコンの試料採取条件

結果および考察

１．供試料中の無機成分含量

　試料としたダイコンは夏ダイコン（６～７月）

７種，秋ダイコン（9～I1月）７種，冬ダイコン

（２月）１種の計15試料でその分析結果は表１

に示した。

　いずれの無腰成分も夏ダイコンに比べて秋ダ

イコンが高い傾向が認められ，とくにＮａ,Ｋに

おいて差が著しかった。これは個体差もあると

思われるが品種および土壌，施肥などの影響も

あるものと推察した。今回の分析結果はCaは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－２

久保5)，Na，Kは鈴木6)畑4)らの分析値に近かっ

た。灰分とＫ音量は堤7)も指摘しているように

高い相関が認められており，今回も同様の結果

であった。

２．切断水浸について

　野菜を切断後水浸するのは「あく」を溶出さ

せると同時に，水を細胞に浸透させていわゆる

　勺より″のある状態にするため広く行なわれて

いる操作である。その際，多くの無機成分は細

胞膜を比較的容易に通過して細胞外の水中へ出

るとされている8）。

　そこで，ダイコンの切断水浸による無機成分

の溶出傾向を把握するため，せん切り，角切り

　（１�），輪切り（0.5cm厚さ）しか試料各々約150

gを200 mlの脱イオン水に30分浸漬後60メッ

シュサラン網にとり灰化後，ダイコン中の残存

無機成分量を測定した。一方，水没液を蒸発乾

固し灰化後溶出無機成分量を測定した。各々の
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図10　ダイコンの切断表面積の大きさと溶出量
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図11　ダイコンの切断国面積の大きさと溶出量
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図12　ダイコンの切断表面積の大きさと溶出量

　　　　（その３）

試料につき３種，各３点計９点の平均値につい

て考察した｡結果は図２～図９のとおりである。

　灰分については，切断面積が大きい程溶出が

大きいことが認められた。輪切り水没において

は残存率としては100％となっているが，これ

は灰分の単位が％で表わされているためと思わ

れ，他の無機成分で溶出が認められることを考

えると，灰分の溶出がわずかにあったものと推

察した(図2)。

　Caについては従来の研究からも溶出しにく

いことが認められているが1)2)3い容出率,残存率

の両者から考察するとき，切断表面積の大きい

　●
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図13　ダイコンの切断表面積の大きさと溶出量

　　　　（その４）

せん切り水没の場合の溶出がやや大きいといえ

る。角切りおよび輪切りについては，切断表面

積がほぼ同じであったためか明確な差は認めら

れなかった（図３）。

　Ｐについては残存率,溶出率からみて,せん切

り水浸か溶出火であり，角切り，輪切りはほぼ

同じ傾向であった（図4）。

　Feは残存率,溶出率とも多目に測定される傾

向があるが，CaやＰと同様せん切り水浸の溶

出が大であったといえる（図５）。

　Ｎａは残存率からみるといずれの切り方でも

同じように見えるが溶出率と合せて考えるとや

４－
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図14　せん切水浸における残存無機成分量の時

　　　間的変化

はりせん切り水没の溶出が大であったといえる

(図６)。

　Ｋは植物体で大部分イオンの型で組織旅中

に存在しているとされ，溶出しやすい元素とい

える9)。せん切り水没の残存率は62％で，角切

り，輪切りに比べ差が大きかった(図７)。

　Ｍｇはせん切り水浸か最も溶出が大きく，Zn

も同様であった(図８，９)。

　このように切断面積と無機成分の溶出傾向に

ついては，いずれの無機成分も切断表面積の大

きいせん切り水没の溶出が大きいことが認めら

れた。

　そこで，さらに切断表面積と無機成分の溶出

傾向を確認するだめ１�角切りダイコンを７個

　(表面積42�)，14個(表面積84�)，21個(表面積

126�)を各々200 mlの脱イオン水に20分水浸

し,水浸旅中への無機成分の溶出量を測定した。

その結果は図10～13のとおりである。 Znの一

部でバラツキが認められたものの，いずれの無

機成分も切断表面積が大きくなる程溶出量が大

きく，その傾向はほぼ比例的であった。

　次に，せん切り水浸の時間的経過と溶出率に

ついてみるため，せん切りダイコン15.0gを

200 mlの脱イオン水に１時間，３時間，５時間お

よび20時間水没したものについて残存無機成

(％)

B仙ｄ泌of Bゆ叫Uy面e屈妙Jm1柘y Co119e，6（1987）

Na

図15　せん切水浸における残存無機成分量の時

　　　間的変化

分量および溶出無機成分量を測定した。結果は

図14，15に残存率で示した。

　いずれの無機成分も時間の経過と共に溶出が

大となる傾向が認められ，とくにＫの残存率は

１時間水浸では約55％,その後も溶出が著しく

20時間水浸後は32％となった。灰分およびＰ

の溶出はＫに比べるとやや小さいものの同じ

ような傾向を示した。 Ca, Fe,Znは長時間水浸

しても比較的溶出の少ない元素といえる。また，

時間的経過と共に溶出量が増加する無機成分

　(K，P，Na，Mg)は，切断面積量けなわち細胞組

織が破壊されている部分)力1大きいと溶出が大きく

なることはもちろんであるが，イオンになって

いて水に溶けやすいため，細胞組織内部からも

徐々に膜を通して溶出していったと考えられ，

その溶出の速さと程度はＫ→Ｐ→Ｎａ→Ｍｇ

の順であった。

　一方,Ca,Fe,Znは細胞組織に結合していて

イオン化しにくい化合物で存在していたものと

考えられ，組織内部からの溶出がごく少なかっ

たと推察される。

３．ダイコンおろしについて

　ダイコンおろしは，そのまま食用にされるほ

か,おろし和えなど調理にも広く用いられるが，

５－
ｉ
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図16　ダイコンおろし水切り後の無機成分量

こa　　　P　　　　Fe　　　Na　　　K　　　Mg

図17　ダイコンおろし水浸処理による無機成分

　　　　の溶出動向

この時ダイコンおろしの汁液を除く操作が加わ

ることが多い。先に切断水浸において，切断表

面積が大きい程無機成分の溶出が大であること

を認めたが，ダイコンをおろした場合の汁液中

Zu

ZU

認回

ダイコンおろし

｢¬

汁液

への無機成分の移行について検討するため，磁

製おろし器でダイコンおろしを調製し，よくか

きまぜてその一部をとり分析用試料とした。残

りのダイコンおろしの重量を秤量後，60メッシ

６



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ咄e面好Ｂゆ陣Ｕｎ面畑作丿回心Co庖ge,６リ98刀

ュサラン網にとり，ビーカー上で20分間放置し　　　であり，ほぼ比例することが認められた。

て汁液を切り，サラン網上のダイコンおろしお　　３　せん切り水浸における時間的経過と無機成

よびビーカー中の汁液各々の重量を秤量後分析　　分溶出量は，長時間水浸により溶出量の大き

用試料とした。実験は２と同じく３種につき各　　　くなる成分は灰分，K。P，Na，Mgであり，

３点計９点の平均値を求めた｡結果は図16のと　　　１時間水浸後ほとんど変化のない成分はCa，

おりである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fe，Znであった。

　汁液を切ったダイコンおろし中の無機成分量　　４　ダイコンおろしの汁液を水切りした場合の

は，ダイコンおろし全体を100としたときNa　　無機成分の動向は，ダイコンおろし全体を

は53％，P62％を除くとほぼ70％前後であっ　　　100としたときの残存率ではP,Naはやや低

た。切断水没の場合は媒体である水への無機成　　　いものの他の無機成分は70％前後であった。

分の溶出であるが，おろした場合は組織の破壊　　５　ダイコンおろしを水没した場合は，Ca，Fe

による組織池の移動と考えられる。そこでダイ

コンおろしを水浸した場合の無機成分の動向を

知るためダイコンおろしを作り,乳鉢で10秒間

磨砕し均一にしたのち15.0gを200 m1の脱イ

オン水に浸し15秒ガラス棒でかく挫したのち

60メッシュサラン網でろ過し，水没ダイコンお

ろしおよび水浸池中の無機成分量を測定した。

結果は図16のとおりである。

　図15および図16を比較すると，残存率，溶

出率からみてCaはおるし後水没の場合でも残

存率72％であり,組織からの溶出の限度がこの

あたりかと推察される｡Feも同様の傾向といえ

る。これに対し，組織の破壊により溶出の著し

い無機成分はＫでおろし後水浸の残存率８％

は汁液を水切りした場合とほぼ同じ残存率で

あり組織からの溶出の限度と推察した。これ

に対しＫは水切り後の残存率69％に対し，

おろし後水没では８％となり水没による溶出

の著しいことが認められた。灰分，P，Mg，

Znも同様の傾向が認められた。

終りに臨み，終始ご指導ご校閲を賜りました農

水省食品総合研究所分析研究室長堤忠一先生に

深謝いたします。

　(本研究の要旨は日本家政学会第33回総会にて発表し

た｡)
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　については，切断面積の大きい方が溶出が大　　い久保彰治・堤忠一　野菜のカルシウム含量にっい

　であることが認められた。 Ca， Fe，Mgは溶　　にこにこ二言二に言｡。。

　出しにくい元素であり，灰分，P，Na，Kは　　　無機質（4）Mg，Zn，Mn　国立栄養研究所報告

　せん切り水浸での溶出が大きかった。　　　　　　　P52－59（1969）

2　切断表面積と無機成分の溶出については，　　７）堤忠一　食品中のカリウム含有量の変動　臨床栄

　表面積が大さくなる程水没旅中への溶出が大　　　養　46，（1）P55－60（1975）

－ -
７
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　8）別所秀子　調理学　P138　朝倉生活科学シリー

　　　ズ４版（1973）

　9）山崎博　微量要素と多量要素　P141　博友社第

　　　６版（1973）
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